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若者が希望を持てる男女共同参画社会を

　2021年５月から、第５次男女共同参画基本計画に関する計画実行・
監視実行専門調査会（以下、専門調査会）に委員として参加している。
本稿執筆時点で8回の会議が開かれ、科学技術、政治・経済分野におけ
る女性活躍推進、ジェンダーに基づく無意識バイアス、性と生殖に関す
る健康と権利、選択的夫婦別姓など、日本の持続可能性に関わる重要課
題や、世論の関心が高い分野を扱ってきた。
　第５次計画は2020年12月25日に閣議決定され、その過程で5600件
ものパブリックコメントが寄せられた。特に注目すべきは30代以下の
女性を中心とする若者グループが自主勉強会を開いて政策文書を読み込
んだ上で、若者視点の「提言」をまとめて橋本聖子大臣（当時）に直接
手渡したことである。専門調査会においては、林伴子局長が「諸外国の
女の子が当たり前に持っているのに日本にはないもの」について情報収
集、分析し委員に伝えている。
　若い世代は社会の未来を担う大事な存在だ。しかし日本の人口は高齢
層が多く若者は少数派である。政府の審議会委員なども私を含め40代
以上の中高年層で占められている。こうした中、若者の声を着実に受け
止める、政官トップの動きは心強い。
　大学生とジェンダーに関する話をすると「男/女だから●●しなさ
い」と言われた経験を多くの人が持っている。「性教育をもっときちん
とやるべき」「選択的夫婦別姓はやらない理由が分からない」といった
意見が男女ともに学生から出てくる。いずれも専門調査会で議論した
テーマであり、次世代の求めに応える責任をあらためて感じた。
　この専門調査会はオンライン会議システムZoomで行われている。新
型コロナウイルスの感染拡大防止という本来の目的に加え、オンライン
会議は多様性と包摂性を確保する上でも役立っている。名古屋、徳島、
香川などから参加する委員の話は毎回勉強になっている。傍聴者も多い
時は100名近く、首都圏外の県庁で男女共同参画に携わる人から「大変
勉強になった」という声をいただくこともある。多忙なメディア関係者
が業務の合間に参加することもできる。今後も性別、世代、地域など多
様な人々を包摂し政策論議が進むように力を尽くしたい。

治部れんげ
Renge Jibu

東京工業大学 
リベラルアーツ研究教育院准教授

共同参画に寄せて
foreword
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Special  
Feature

1

特 集 1

池田 理代子氏にお話を伺いました
内閣府男女共同参画局総務課

「ベルサイユのばら」執筆の時代

林局長：今年（2022年）は、「ベルサイユのばら」連載開始50

周年になります。私は、少女の頃から「ベルサイユのばら」（以

下「ベルばら」という。）も「オルフェウスの窓」も大好きでした。

今、男女共同参画局の若い職員に聞いても「ベルばら」は皆

知っていて、読み継がれていく作品だと改めて思います。また、

「オルフェウスの窓」も、その後私は仕事でヨーロッパに住む

ことがあったのですが、ドイツの雰囲気や空気感が見事に絵

の中に現れていて、すばらしい作品だと思っております。

池田氏：ありがとうございます。

林局長：本日は男女共同参画社会の実現に向けて、御自身

の作品や御経験を交えてお話を伺えればと思っております。

　早速ですが、まずは「ベルばら」のお話を伺いたいと思いま

す。「ベルばら」という作品は当時の少女たちに、女性はこん

な生き方もできるのだと強烈な印象を与えたと思います。オ

スカルが信念を持って生きている姿も素晴らしいと思います

し、軍隊という男社会の中で女性のリーダーとして部下を率

いていく姿は、ドラクロワの「民衆を導く自由の女神」のイメー

ジに重なります。あのオスカルの姿は鮮烈でした。

　考えてみると、「ベルばら」を書かれた時代は1970年代で

今から50年前です。まだ女性が社会に出て働くことが難し

かった時代に、男社会で働く女性を主人公に据えようと思っ

たきっかけがあるのでしょうか。

池田氏：もともとはマリー・アントワネットの生涯を描きたい

という思いで高校生の頃から温めていたのですが、オスカル

を通じて当時自分が言いたかったことが表現できたかなと

思っています。

林局長：それは女性が対等な立場で仕事をし、経済的に自

立するということでしょうか。

池田氏：今の人たちには想像がつかないと思いますが、当時、

漫画というものが非常に蔑まれていて、むしろ害毒だと思わ

れていたのです。多くの大人が子供たちに漫画を読むことを

禁じていたという時代で、もちろん読んで、とても褒めてくだ

さる方がいた一方で、子供たちに害毒を流しているという叩

かれ方をしたのです。私はかなり矢面に立たされて、漫画は

文化として扱ってもらえないのだという思いをとても強くしま

した。編集の人たちと一緒に、いつか漫画が読み継がれてい

くものにしたいという思いを持って描いていました。

　また、当時同じ雑誌に描いていて、同じくらい人気があっ

ても、女性は男性の半分の原稿料しかもらえなかったのです。

おかしくないですかと言ったら、「お金に汚い女だ」と言われま

した。それに「女性はやがて結婚して男性に食べさせてもら

スペシャルインタビュー

池田 理代子氏

林 伴子氏
男女共同参画局  局長
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うのだから、男が倍もらうのは当然だ」とも言われたのです。

そういう時代でした。

林局長：それはひどいですね。

池田氏：「ベルばら」がすごくもてはやされて社会的なブーム

になったことで、見も知らない男性から電話がかかってきて、

「女のくせに生意気だ」と言われました。私、家を建てたので

すが「女のくせに家を建てやがって」とも言われました。あな

たからお金をもらっているわけではないと喧嘩しましたけど。

今思うと夢のようですね。

林局長：本当にひどいですね。ショックを受けます。

池田氏：50年前というのはそういう時代で、家を建てるのに、

住宅ローンを組もうと思っても、女だということで取引銀行

から断られました。

林局長：いわゆる男社会そのものですね。そんなことがあっ

たとも知らず、少女の私はオスカルにあこがれたものでした。

池田氏：ありがとうございます。私は小学生の女の子向けに

描いたつもりだったのですが、仕事を持っている女性たちか

らの支持もとても多くてびっくりしました。

林局長：当時の社会状況を考えたら、オスカルのように生き

たいと思う女性が本当に多かったのでしょうね。

池田氏：そうでしょうね。それと、働いている女性はアンド

レのような理解があって、頼れる男性を求めているということ

も思い知りましたね。

林局長：今回のインタビューに当たって、私ども男女共同参

画局の女性職員に「ベルばら」に魅力的な男性が数多く出てく

るけれど誰が好きかと聞いて手を上げてもらうと、アンドレ

が圧倒的人気でした。

池田氏：当時、頑張って働いていた女性たちは「アンドレがほ

しい」とみんな思っていたみたいですね。私自身はそういうこと

を考える暇もなく忙しくしていましたが、オスカルのような女性

の隣にはアンドレのような男性が必要なのだろうなと思いました。

©池田理代子プロダクション

「オルフェウスの窓」はライフワーク

林局長：次に「オルフェウスの窓」についてお伺いします。先

日、東京大学の生協の書店にまいりましたら、「東大生が勧

める中高生に読んでもらいたい本」のコーナーに「オルフェウ

スの窓」が並んでいて、漫画はこれだけでした。連載完結か

ら40年経ちますが、こちらも読み継がれている作品ですね。

池田氏：うれしいですね。私にとっては「ベルばら」は代表作

ですが、「オルフェウスの窓」は言わばライフワークだと思って

います。「ベルばら」は小学生向けという制限もありましたか

ら、描きたいことが全て描けたわけではありませんし、２年

に満たない短い連載でした。「オルフェウスの窓」は好きなだ

け描かせていただいたということで、私にとってのライフワー

クだと思っています。
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林局長：読み返してみると、時代設定が今と重なる部分があ

ると感じました。昨今、世界を見渡すと、IT革命などの技術革

新とグローバル化で経済が発展する一方で、国内の所得格差

が拡大し、その結果、政治が大きく変動している国もあります。

「オルフェウスの窓」の舞台となった19世紀末から第一次大戦に

至る時代の欧州も、第二次産業革命により経済は発展する一

方、国内の所得格差が拡大し、政治は激動しました。現代と

似ているところもあり、作品を読むと色々なことを考えさせられ

ます。あの時代に着目された理由は何かあるのでしょうか。

 

池田氏：たまたまロシア革命を描きたいという思いがあった

のと、子供のころ音楽大学に行きたくで勉強していたのです

が、途中であきらめてしまったので、音楽の世界に生きてい

る青春というのを描いてみたかったというのがあります。「ベ

ルばら」を描いていたころはそんなにお金もなかったので、事

前に調査もできず、飛行機にも乗ったことがなかったので、

フランスにも行ったことがなくて、「ベルばら」のおかげでヨー

ロッパに行くことができるようになって、実際に舞台になった

ところを見ることができましたので、私にとっても記念になる

作品だと思っています。

林局長：以前、ドイツのレーゲンスブルクに偶然電車から降

りて、大変気に入られて舞台にされたという先生のお話を拝

見したことがあります。私もレーゲンスブルクに行って、中世

から続く古い街並みと大聖堂に「なるほど、こういうところな

のか」と感激した覚えがあります。

池田氏：私が行った頃は、日本人を見たことがないという人

ばかりで、珍しがられました。その後、レーゲンスブルクの

市の観光局長から手紙をいただいて、「レーゲンスブルクとい

う街は観光ルートとして宣伝しているわけではないのに、最

近日本から若い女性が多く来て、皆同じ本を持っている。何

事かと思って聞いてみたら、あなたの本を皆持っていて街を

回っている。大変感謝している」ということでした。レーゲン

スブルク大学の図書館には「オルフェウスの窓」が全巻入って

います。私にとってはある意味初めて触れた本物のヨーロッ

パだったので、とてもうれしかったです。

林局長：「オルフェウスの窓」は、ユリウス、クラウス、イザー

クという主人公たちだけでなく、個性が際立つ名脇役が数多

く登場することも魅力だと思います。

　また、マリア・バルバラやカタリーナなど、既存の枠にとら

われず自立していく女性の姿が描かれているのも印象的でし

た。当時は、イギリスなどで女性参政権運動があった時代で

すが、女性が自立することにあこがれがあっても実際には難

しい時代に、事業家になったマリア・バルバラや看護婦長に

なったカタリーナの姿がいきいきと描かれていました。

池田氏：自分の信念に従って生きた女性たちが描けたかなと

思います。女として独立して生きていくというのは、現実には

ある意味すごく大変な時代だったと思いますが。

©池田理代子プロダクション
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時代を先取りした「クローディーヌ･･･！」

林局長：私は、「クローディーヌ･･･！」という作品も好きです。

今で言うトランスジェンダーを取り上げておられて、その御慧

眼に感服いたします。

池田氏：「クローディーヌ･･･！」を好きと言ってくださるのは

おどろきでした。「クローディーヌ･･･！」の他にも子供のいじ

めの問題を題材にした短編もあるのですが、かなり昔に描い

ていて、いずれも早すぎたのかなと思います。でも、自分の

短編の中でも「クローディーヌ･･･！」は一番好きな作品です。

林局長：とても切ないお話ですよね。あの当時にLGBTQに

着目されたというのは何かきっかけがあるのでしょうか。

池田氏：フランスのボスという心理学者の本にクローディー

ヌの症例が載っていて、「単にクローディーヌをトランスジェン

ダーとしてだけとらえることはできない。要するに違った性を

持って生まれてきたのだ」というのが書いてありまして、それ

がヒントです。

林局長：そうだったのですね。今、日本ではLGBTQの理解

増進法案ですら通らないという状況です。

池田氏：選択的夫婦別姓もそうですよね。いつまでも解決し

ない、日本だけが取り残されていくというのは非常に残念な

思いです。

男女共同参画の実現に向けて

林局長：現在、日本のジェンダーギャップ指数は120位で、

先進国最下位です。先生が「ベルばら」を描かれた頃よりは、

女性を取り巻く状況は良くなったかもしれませんが、他の国に

比べれば大変遅れています。この状況でどんなことをすべき

か、何が大切だと思いますか。

 

池田氏：私は、やはり一つはクォータ制だと思います。特に

選挙の候補者については絶対に必要なことだと思います。そ

れと同時に女性の方もちゃんと勉強すべきです。男性と対等

に論戦を張れるような女性が出てきてほしいと思います。

林局長：今、日本の有権者の52％が女性で、女性の方が多

数派であるにも関わらず、女性の議員がこんなに少ないのは

非常に残念です。

池田氏：テレビを見ていて、経済問題でも社会問題でも論客

と呼ばれる女性が多くいらっしゃるので、こういう方々に立候

補してもらいたいですね。

林局長：今年の10月、政府が主催または後援するシンポジ

ウムなどの行事で、登壇者は男性ばかりというものは認めな

いというルールを全ての省庁で決めることにこぎつけました。

こうした努力を一つ一つ積み重ねて、優秀な女性が活躍して

もらえる環境をつくっていきたいと思います。

池田氏：江戸時代もそうですが、農業をやっている人たち、

漁業をやっている人たちは、男女共同参画だと私は思うので

す。専業主婦はいないですよね。日本では、男女が一緒に働

いて支え合うという歴史は古いと思います。ところが、農村

にしろ、漁村にしろ、女性たちが自分たちは働いている女だ

という自覚があまりなかったのかなと思ったりします。すごく

立派な男女共同参画だと思うのですが。

林局長：高度経済成長期に専業主婦でいられる時代になっ

たということで、男性は外で働く、女性は家事という役割分

担意識が定着してしまったという気がいたします。

池田氏：すごく贅沢なことですよね。今、オペラの台本を書

いていますが、その中にフィンランドで上演されたものがあっ

て、専業主婦が出てくる場面があったのですが、それを書き

直してもらえないかとフィンランドの方に言われたのです。専

業主婦が何なのかフィンランドの人には理解できないからだ

そうです。女性も当然働いているものであって、働かないで

家にいるのがわからないそうです。仕事を持っている女性に

書き換えてくれと言われ、びっくりしました。
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林局長：フィンランドには専業主婦はいないからということな

のですか。

池田氏：そうみたいですね。専業主婦というのは日本に独特

の存在になりつつあるのかなと思いました。

林局長：日本も、最近は家族が多様化していますので、昭

和の時代にできた専業主婦モデルやその意識は現実に合わ

なくなってきていると思います。コロナ下のひとり親の経済的

困窮の問題に表れたように、そもそも年間に婚姻が60万件

ある一方で離婚も20万件あり、家族も女性の生き方も多様

化しているのにもかかわらず、制度やさまざまな仕組みが古

く、令和の時代に追いついていないですね。

池田氏：結婚して夫婦同姓になる時はほとんど男性の姓を名

乗りますよね。私は離婚経験がありますので、すごく大変な

思いをしました。色々なところに姓が元に戻りましたという手

続をしなければいけないのです。

　しかも、生まれた時に姓に合わせて名前を付けてくれてい

ると思うので、それが変わるのはどうなのかなと思いますね。

親が一生懸命考えてくれた名前ですから、自分の名前を大事

にして生きていきたいですね。今、結婚適齢期もかなり遅く

なってきていますから、独身で働く女性も増えてきています。

自分の名前というのは自分のアイデンティティとして世間に

通っているものですから、それを変えるというのは本当に大

変ことだと思います。

林局長：本当にそうだと思います。本日は貴重なお話を聞か

せていただきありがとうございました。

Profile本インタビューで言及されている 
作品について

ベルサイユのばら

男装の麗人オスカルを主人公に、マリー・アントワネッ
トやフェルゼンといった実在の人物との関わりを通じ
て、激動のフランス革命を描いた作品。

オルフェウスの窓

レーゲンスブルクの男子の音楽学校で出会った、ユ
リウス（実は女性）と運命的な出会いをしたイザーク、
クラウス3人の物語。第一次世界大戦やロシア革命と
いった史実を織り混ぜ、舞台もドイツ、オーストリア、
ロシアと変遷していく壮大な作品。

クローディーヌ･･･！

女性として生まれながら男性の心を持ったクロー
ディーヌの愛と苦悩の物語。愛する女性と決して結
ばれることのない切ない心の内を精神科医の目線か
ら描いた作品。

1967年 『バラ屋敷の少女』で漫画家デビュー
1972年 『ベルサイユのばら』連載開始
1975年 『オルフェウスの窓』連載開始
1980年 『オルフェウスの窓』で第9回日本漫画家協会賞 

優秀賞受賞
1995年 東京音楽大学声楽科に入学し、 

1999年に同大学卒業
2009年 フランス政府からレジオン・ドヌール勲章 

シュバリエ章が授与
2020年 第一歌集『寂しき骨』出版

池田理代子氏
大阪府出身
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2

特 集 2 女性に対する暴力をなくす運動  活動報告
内閣府男女共同参画局男女間暴力対策課

　11月12日（金）～25日（木）までの2週間、「女性に対する暴力をなくす運動」を
実施しました。女性に対する暴力の根絶を呼びかけるパープル・ライトアップは、
今年初めて全国47都道府県が参加し、迎賓館赤坂離宮をはじめとする過去最高
の342カ所で実施されました。また、全国各地でラジオ、インターネット等を利
用した広報キャンペーンや、講演会、講座などのイベントが開催されました。

全国各地で様々な取組を実施

　11月25日には、野田大臣が、性暴力の
実態や性暴力対策の強化について、女性に
対する暴力に関する専門調査会会長の小西
聖子氏、性暴力救援センター・SARC東京
理事長の平川和子氏、性暴力被害者支援
看護職の山本潤氏と意見交換を行いました。
　企業の賛同として、今年も日本ロレアル
株式会社に御賛同いただいたほか、日本経
済団体連合会から会員のみなさまに賛同の
呼びかけをしていただき、株式会社　資生堂
をはじめとする5つの企業でポスター掲示
等、賛同の輪を広げていただきました。
　来年度も様々な関係者と連携し、この運
動を一層推進していきます。

鹿児島県  いおワールドかごしま水族館

鳥取県  米子市公会堂

福岡県  旧福岡県公会堂貴賓館

岡山県  嵐山公園

山口県   
はい！からっと横丁 
大観覧車

大阪府  アイセル シュラ ホール

京都府  京都タワー

岩　手

宮　城

福　島

栃　木

茨　城

千　葉

青　森

秋　田

山　形

群　馬

埼　玉

東　京

新　潟

長　野

山　梨

神奈川

富　山

石　川

岐　阜

静　岡

福　井

滋　賀

愛　知

三　重

京　都

大　阪

奈　良

和歌山

鳥　取

兵　庫

島　根

岡　山

香　川

徳　島

山　口

広　島

愛　媛

高　知

福　岡

大　分

宮　崎

鹿児島

佐　賀

長　崎

熊　本

沖　縄

北海道
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全国で実施されたパープル・ライトアップは 
ウェブサイトでも公開しています。ぜひ御覧ください。

https://www.gender.go.jp/policy 
/no_violence/no_violence_act/index.htmlURL

埼玉県  国立女性教育会館

岩　手

宮　城

福　島

栃　木

茨　城

千　葉

青　森

秋　田

山　形

群　馬

埼　玉

東　京

新　潟

長　野

山　梨

神奈川

富　山

石　川

岐　阜

静　岡

福　井

滋　賀

愛　知

三　重

京　都

大　阪

奈　良

和歌山

鳥　取

兵　庫

島　根

岡　山

香　川

徳　島

山　口

広　島

愛　媛

高　知

福　岡

大　分

宮　崎

鹿児島

佐　賀

長　崎

熊　本

沖　縄

北海道

愛知県  ボートレース蒲郡

茨城県   
常総市地域交流センター 
豊田城

東京都  株式会社　資生堂

ポスターや運動の趣旨を社内のデジタルサイ
ネージで掲示

東京都  野田大臣との意見交換

女性に対する暴力撤廃国際デーに、大臣と性暴
力被害者支援団体・関係者との意見交換を実施

東京都  迎賓館赤坂離宮
ライトアップ
期間中、前庭
の キ ッ チ ン
カ ー で は 、
パープルのメ
ニューが提供
されました

北海道  北海道大学古河記念講堂

東京都  経団連会館 東京都  日本ロレアル株式会社

運動への賛同を表明するパープルリボンを着用する
ジャン-ピエール・シャリトン 代表取締役社長（右）
と楠田倫子 ヴァイスプレジデント、コーポレート・
アフェアズ&エンゲージメント本部長（左）
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特 集 3 男女共同参画会議「計画実行・監視専門調査会」
内閣府男女共同参画局総務課

　関係閣僚と民間有識者により構成され、男女共同参画に関する大きな方向性
について総理官邸で議論を行う「男女共同参画会議」の下には、より具体的な議
論を行うための二つの専門調査会が設置されています。一つは「計画実行・監
視専門調査会」、もう一つは「女性に対する暴力に関する専門調査会」です。　
　今回は、このうちの「計画実行・監視専門調査会」（以下「専門調査会」）につ
いて御紹介します。

■専門調査会の概要について

　専門調査会では、令和２年12月に閣議決定した「第５次男

女共同参画基本計画」の実行状況の監視を行うとともに、各

府省が当該年度及び翌年度に重点的に取り組む事項を取りま

とめ、翌年度予算の概算要求に反映させるために策定する「女

性活躍・男女共同参画の重点方針」、いわゆる「女性版骨太

の方針」について議論を行っています。

専門調査会における議論の様子①

　我が国のジェンダー・ギャップ指数は120位、先進国最下

位と大変残念な状況にあり、これまでとは違う異次元のスピー

ドで取組を進める必要があります。

　そのためには、ジェンダー平等を阻む、昭和の時代の家族

像を前提に形成された「意識」、「制度」、「慣行」など、様々な

構造問題に切り込んでいく必要があります。

　専門調査会では、本年６月を目途とする重点方針2022の

策定を見据え、男女間賃金格差やクオータ制、女性の視点

も踏まえた税・社会保障制度、アンコンシャス・バイアスなど、

様々な課題について議論をすることとしています。

専門調査会で取り扱う課題

①賃金格差も含めた経済的格差【11/25】

②クオータ制を含む積極的改善措置

③女性の視点も踏まえた税制や社会保障制度

④コロナの影響の継続的把握

⑤公共調達の活用による女性活躍

⑥科学技術分野における女性活躍【10/26】

⑦仕事と子育ての両立を阻害する慣行

⑧アンコンシャス・バイアス【9/30】

⑨ジェンダー統計の推進と活用【12/3】

⑩ 旧姓の通称使用の拡大やその周知、夫婦の氏に関する 

具体的な制度の在り方の更なる検討【9/30】

⑪女性の生理と妊娠等に関する健康【10/20】

⑫ 立法・司法・行政におけるジェンダーバイアス 

【11/17、12/3】

⑬企業活動に関する国際的な枠組み
※【】内はすでに議論した日付（令和３年）

　有識者委員は、大学や経済界、地方自治体、法曹など、様々

な分野で活躍されている方々から構成されており、また、各

分野の政策の責任者である各府省の局長・審議官も討議に

参画するなど、政府をあげて、男女共同参画の未来に向けた

議論が行われています。
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■重点方針2022の策定に向けて

　重点方針2022の策定に向けて、昨年11月に開催された第

65回「男女共同参画会議」において、野田聖子男女共同参画

担当大臣から、

Ⅰ　女性の経済的な自立

Ⅱ　女性が尊厳と誇りを持って生きられる社会の実現

Ⅲ　男性の家庭・地域社会における活躍

Ⅳ　女性の登用目標達成

（第５次男女共同参画基本計画の着実な実行）

の４つの柱立てが示されました。また、締めくくりに岸田文

雄内閣総理大臣から、引き続き議論を深め、実効性ある具

体策を取りまとめるよう、関係閣僚に対して指示がありました。

　総理からの指示を踏まえ、各府省において検討を進めると

ともに、専門調査会において、様々な課題について議論を深

めています。

男女共同参画会議における議論の様子

■専門調査会の傍聴について

　専門調査会はオンラインシステム（Zoomウェビナー）によ

り開催されており、男女共同参画局のHPから事前に御登録

いただければ、全国どこからでも、どなたでも傍聴が可能と

なっています。

　御興味のある方は、是非御登録下さい。

専門調査会における議論の様子②

計画実行・監視専門調査会　委員
令和３年４月28日現在

（50音順、敬称略）

　　石黒　　不二代　ネットイヤーグループ株式会社代表取締役社長兼CEO
　　井上　　久美枝　日本労働組合総連合会総合政策推進局長　
　　大崎　　麻子　　関西学院大学客員教授　
　　窪田　　充見　　神戸大学大学院法学研究科教授　
　　佐々木　成江　　 名古屋大学大学院理学研究科生命理学専攻准教授、 

お茶の水女子大学ヒューマンライフイノベーション研究所准教授
※◎佐藤　　博樹　　 中央大学大学院戦略経営研究科教授
　　治部　　れんげ　 東京工業大学リベラルアーツ研究教育院准教授
　※白波瀬　佐和子　 東京大学大学院人文社会系研究科教授
　　徳倉　　康之　　 NPO法人ファザーリング・ジャパン理事、 

株式会社ファミーリエ代表取締役社長
　※内藤　　佐和子　徳島市長
　※山口　　慎太郎　 東京大学大学院経済学研究科教授
　　山田　　秀雄　　山田・尾﨑法律事務所代表弁護士

（◎印：会長、※印：男女共同参画会議議員）

重点方針2022の策定に向けた 
スケジュール

R3.11.29 男女共同参画会議 
  重点方針2022に向けた 

キックオフ・柱の決定

～ R4.4メド 専門調査会で議論 
 ・計画実行・監視専門調査会 
 ・ 女性に対する暴力に関する専

門調査会

R4.3~5 男女共同参画会議 
 重点方針2022に向けた検討 
 原案とりまとめ

R4.6 重点方針2022　政府決定 
  （すべての女性が輝く社会づくり

本部・男女共同参画推進本部）

https://www.gender.go.jp/kaigi/
senmon/keikaku_kanshi/index.html

専門調査会の資料や議事録は 
男女共同参画局のＨＰに掲載しております。

URL
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T o p i c s 1

ウーマン・オブ・ザ・イヤー2022

　令和３年11月27日（土）、日経BPが今年、最も輝かしい活躍をされた女性に贈る、日経WOMAN「ウーマン・
オブ・ザ・イヤー2022」（株式会社日経BP主催、内閣府後援）の表彰式が行われました。 

内閣府男女共同参画局総務課

行政施策トピックス❶

後援の挨拶
　林伴子男女共同参画局長が挨拶を行いました。受賞者の
皆さんは、御自身の力でたくましく道を切り開いてこられたバ
ラエティに富んだ御経
験をお持ちの方ばかり
で、次世代を担う女
性たちの良きロールモ
デルとして、 受 賞を
きっかけに更なる飛躍
を遂げられることを期
待する旨のメッセージ
を寄せました。

受賞者紹介

● 大　賞
株式会社coly　代表取締役社長 
中島瑞木さん（写真左から４人目）

株式会社coly　代表取締役副社長 
中島杏奈さん（写真右から４人目）

2014年、25歳で双子の姉妹で起業し、女性にターゲットを絞ったゲー
ムコンテンツを提供。競争の激しいスマホゲーム業界の中でも、ユーザー
の95％が女性で異例の急成長。2021年８月には、若手起業家や、女性
起業家の支援を見据えた投資・経営サポートチーム「MO inv.」を発足

● 世界に希望を紡ぐ科学者賞
米エール大学医学部　免疫学教授 
岩崎明子さん（欠席）

新型コロナウイルスの研究で世界的な成果を挙げ、正しい情報発信に
も尽力。科学的な知見を分かりやすく解説できる数少ない専門家とし
て評価

● 理系の新・ロールモデル賞
東洋合成工業株式会社　取締役感光材事業部長 
平澤聡美さん（写真右から３人目）

女性が少ない半導体製造業において、48歳で転職して１年足らずで事
業部長に。「感光材」事業で世界シェアトップの中堅企業の急成長に貢
献する立役者

● 思いやり経営賞
株式会社ドムドムフードサービス　代表取締役社長 
藤﨑忍さん（写真左から３人目）

元専業主婦から51歳で入社、9カ月後に老舗バーガーチェーン社長へ。
斬新なアイデアを次々と繰り出す“大逆襲”を仕掛け、コロナ禍で黒字
化達成

● 子育てダイバーシティ賞
社会福祉法人「麦の子会」　理事長・総合施設長 
北川聡子さん（写真右から２人目）

札幌市に発達障がいのある子らを支援する55もの施設を設立し、全
国に例のない「子育て村」を実現。「すべての人の存在が肯定される社
会」を目指す

● 心の揺らぎサポート賞
株式会社cotree　代表取締役／株式会社コーチェット　代
表取締役　櫻本真理さん（写真左から２人目）

オンラインカウンセリング「cotree」事業が、コロナ禍の中で、在宅勤
務によるストレス、収入低下への不安など、多数の相談が寄せられる
プラットフォームに

● 途上国の自立支援に貢献賞
Mpraeso合同会社　CEO 
田口愛さん（写真右から１人目）

単身でガーナに渡り、チョコレート工場を建設計画中。 カカオビジネ
スで貧困解決と雇用創出に挑む大学生起業家

● 循環型社会へのイノベーター賞
一般社団法人ゼロ・ウェイスト・ジャパン　代表理事 
坂野晶さん（写真左から１人目）

徳島県上勝町で「ゴミを出さない」循環型モデルを推進後、自ら団体
を立ち上げ。2021年には脱炭素社会を牽引するイノベーター1000人
の育成も開始
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T o p i c s 2

「男性リーダーの会」について、 
詳しくはこちら

行政施策トピックス❷

「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」参加者の取組

　「男性リーダーの会」には、女性活躍の推進にコミットする企業経営者等や知事・市町村長の約270名が参
加しています。そのうち、２名の男性リーダーの取組を紹介します。（氏名五十音順）

内閣府男女共同参画局総務課

　私は、企業経営の経験から「女性を生
かせない組織に成長はない」と考えてお
り、本県の持続的な発展のためにも女性活躍の推進は不可欠で
あると確信しております。
　このため、県庁においても、幅広い分野・組織マネジメントが
経験できるポストへの女性職員の配置や男性職員の育児休業取
得の促進など、職員がそれぞれの能力を発揮し、活躍できる職場
づくりに、積極的に取り組んでいます。
　岡山県では、昨年３月、男女共同参画社会の実現に向けたさま
ざまな施策を総合的、計画的に推進するため「第５次おかやまウィ
ズプラン」を策定し、プランに掲げる目標の達成に向け、講演会
やセミナー、アウトリーチ支援や女性ロールモデルの紹介などを
通じ、県民や企業の意識改革や取組への支援を行っているところ
です。
　さらに、企業や経済団体の職員、専門家が参加するプラット
フォームを新たに設置し、参加者自らが企業などにおける女性活
躍に向けた課題解決に取り組む事業も展開しています。
　今後も、「男性だから、女性だから」ということではなく、すべて
の県民が共に活躍できる男女共同参画社会の実現に向けて、市
町村や企業
などと連携
しながら取
組を進めて
いきます。

　当社グループは、「多様な人材を活か
し、創造的で活力あふれる企業グループ
を目指す」ことを経営理念に謳っており、多様性を高め、挑戦し
続けようとする人の成長を支援することを人材マネジメントの基本
方針としています。
　2014年以降、「ダイバーシティー推進室」や「働き方改革プロ
ジェクトチーム」といった専任組織を設置し、多様な人材が活躍で
きる職場構築の取組を進めています。
　当社は、2021年7月に本社オフィスを移転しました。「MIX! 
OWN COLORS ～新しい色で共に未来を描こう～」のコンセプ
トの下、ABW（※1）をベースとした「新しい働き方」を実現し、快
適なワークプレイスでの対話を通じて生まれる様々な発想を大切
にしてより高い価値創出に挑戦しています。
　その過程では新型コロナ拡大による社会変容を受けて、私たち
の働き方も大きく変わりました。一人ひとりが制約を乗り越えなが
らも働く意義を考え、自分らしい働き方を実現することは、女性
の活躍の場の広がりにも繋がっていると実感しています。
　今後もさらなる活躍
の場を生み出すべく、
環境整備や意識変革
の取組を加速し、従業
員全員がワクワク働け
る企業グループを目指
してまいります。

小 林 敬 一
古河電気工業株式会社 
代表取締役社長

伊 原 木 隆 太
岡山県知事

本社移転コンセプト：MIX! OWN COLORS  
～新しい色で共に未来を描こう～

https://www.gender.go.jp/policy/
sokushin/male_leaders/index.html

すべての県民が 
能力や個性を発揮できる社会の実現

全員が主役で、誇りを持ち 
ワクワク働ける企業グループへ！

オール岡山女性活躍推進プラットフォームの設立

URL

※１　�ABW＝Activity�Based�Working�
業務や気分に合わせてオフィス内の場所を自ら選択するワークスタイル
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　池田理代子先生のインタビュー
に同席させていただきました。
池田先生といえば、漫画界のレ
ジェンドですが、「ベルばら」執筆
時代の出来事から、これからの
男女共同参画社会実現に向けた
先生のお考えを伺うことができ
て、実りの多いインタビューとな
りました。局長室に籠もってお
電話したことは一生忘れないと
思います。また、表紙にオスカ
ルを使用することも御快諾いた
だき、池田先生並びに池田理代
子プロダクションの皆様には感
謝申し上げます。
　さて、私が「ベルばら」を初め
て読んだのは小学校高学年の頃
でした。今でも時々読み返しま
すが、その時々の自分が置かれ
た状況などによっても受ける印
象が異なったり、好きな人物も
変わったりして、いつまでも色褪
せない名作だと思います。本文
でも触れられている、どの男性
キャラクターが好きか論争に関
して言えば、ずっとフェルゼン派
でしたが、アラフォーとなった現
在ではジェローデルが最強では
ないかと思っています。
【女性キャラクターならル・ルーに

なりたい編集部員I】
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Editor's Note

　内閣府男女共同参画局は日本経済団体連合会と共催して、ダイバーシティ・マネジメントセミナーを開催し
ます。「ダイバーシティ＆インクルージョン時代における初期キャリア形成」をテーマに、味の素の取締役 代表
執行役社長 最高経営責任者 西井孝明氏か
らダイバーシティ推進に対する考えや取組、
今後の課題等について御講演いただきます。
また、千葉銀行の淡路睦氏、MS＆ADイン
シュアランスグループホールディングスの本島
なおみ氏から、先進企業の好事例を御紹介
いただくことを通じて、ダイバーシティ・マネ
ジメントに対する理解を深めます。
　経営者、管理者、ダイバーシティ担当者の皆
さまをはじめ、どなたでも御参加いただけます。

　国立女性教育会館（NWEC）では、10月8日に「男女共同参画
の視点による災害対応研修」を内閣府男女共同参画局との共催で
オンライン開催しました。
　男女共同参画の視点による災害対応については「防災基本計画」

「第５次男女共同参画基本計画」、国際的な防災取組については「仙
台防災枠組」やSDGsの第11目標等で明確に示されているものの、
まだ十分に整備されていないのが現状です。そこで地域防災の中
心的な役割を担う自治体職員、学校関係者、防災士など、地域
防災に関わる様々な立場の方々を対象とし、地域防災における多
様な主体との連携に焦点を当て、その意義や具体的なプラット
フォームづくりにつながる情報提供を行いました。講義後の質疑
応答では、講師陣が一堂に会し、参加者からの質問にそれぞれの
専門的な知見を生かした回答を行い、充実した研修となりました。
　研修の動画は、ライブ配信の翌週から約１
カ月半にわたりオンデマンドでも配信。全国
各地から1,300名近くの参加があり、「行政、
地域、学校などと連携を図ること、平常時か
らつながることの重要性を感じた」「今後の地
域防災計画見直しの参考となった」等の感想
が寄せられました。

　人事院は、「個々が強みを発揮できる働き方の実現に向けて」と題して、組織におけるダイバーシティとイ
ンクルージョンをテーマにオンライン講演会を開催します。ジャン・アダムズ駐日オーストラリア大使、髙橋
和夫東急株式会社代表取締役社長をお迎えして、多様性の尊重や柔軟な働き方の推進に関する取組を御
紹介いただき、誰もが働きやすい環境づく
りについて議論します。ぜひ御参加ください。

ダイバーシティ・マネジメントセミナーをオンラインで開催します！
内閣府

News

01

「男女共同参画の視点による災害対応研修」を開催しました
文部科学省

News

02

ダイバーシティ＆インクルージョン講演会を開催します
人事院

News

03

詳細は、こちらを御覧ください。

http://wwwa.cao.go.jp/wlb/ 
event/meeting.html

URL

詳細は、こちらを御覧ください。

https://www.nwec.jp/event/ 
training/g_saigai2021.html

URL

詳細は、こちらを御覧ください。

https://www.diversity-and- 
inclusion.net/index.html

URL

NewsNews & InformationInformation共同参画
情 報 部

■セミナー概要
日 時 令和４年２月２日（水）14:00～15:30
開催 方法 オンライン配信（Zoom ウェビナー）

※事前申込制、参加費無料

日 時 令和４年２月３日（木）15:00～16:30
開催 方法 オンライン（ライブ配信・後日録画配信）

※参加費無料、要事前登録（1月31日（月）締切）

アダムズ大使 髙橋社長
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